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パネルディスカッション

PBLを核とした企業等連携
の取組の現在とこれから



企業・自治体等と連携して、実社会の問題にリ
アルデータで取り組むPBL型ワークショップを、
異分野メンバーとデータサイエンティストを交
えてファシリテートし問題解決策の立案をリー
ドする。

2024年度 22名履修中

MDAによる問題解決のリーダーになる

国内外研究者・企業・自治体などによる
MDAの最新の動向に関するオムニバス授業
MDAを活用し、学際的な他分野との融合も
通じて、問題解決やイノベーションを行う
能力を養うことを狙いとする。

2024年度 32名 履修中

MDAの最先端を学ぶ

データサイエンス関連で、国外の研究機関との
共同研究、海外企業でのインターンシップ等を
実施し、世界レベルでの最先端のデータ解析能
力を習得し、様々な知識を融合しながらその能
力を実践できる能力を向上させる。

2024年度 4名 履修中

世界で学ぶ

企業・行政・研究機関等が抱える現実課題
の解決や企業等が有するデータの活用に関
する共同研究またはインターンシップ、あ
るいは教員の共同研究先との共同研究また
はインターンシップを通して、課題解決に
データを活用できる実践的な力を養う。

2024年度 3名 履修中

企業・自治体等の問題に取り組む

DSEP/DSEP+のための新しい科目
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現実の
課題・
ニーズ

現場の
データ

現場の
経験

大学企業・自治体等

企業等との連携構築のための３ステップ

Step1：
企業アンケートによる多様な企業
ニーズを把握

Step2：
業界研究セミナー、対話セミナーを
通じて、企業・自治体等と学生との
対話の機会を設け、相互理解を深化

Step3：
個別打合せにより、 PBL授業、イン
ターンシップ、連携研究など様々な
形での企業等とのPBLの機会を学
生の単位になる科目として構築
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企業等と大学が互いにwin-winとなる学び合いの関係構築に向けた



企業向けDS・AIアンケート

企業・団体へWeb上のFormsへの回答を依頼

【主な問】
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⇒結果は多種多様

Step1：
企業アンケートによる多様な
企業ニーズを把握

Q. データサイエンス・AIで解決を期待する課題はありますか？

Q. データサイエンス・AIに活用可能なデータはありますか？

Q. インターンシップの受け入れ制度はありますか？

Q. 筑波大学との連携へのご関心

□教育 □PBL □研究 □採用



業界研究セミナー

企業等と連携したPBL授業の構築に向けて
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Step2：
業界研究セミナーを通じて、企業・
自治体等と学生との対話と相互理
解の機会を設ける



企業・自治体等との対話セミナー

企業等と連携したPBL授業の構築に向けて
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Step2：
対話セミナーを通じて
企業等との連携を深化

年に４回実施

企業におけるDS関連取組
の紹介と対話



企業・自治体等との対話セミナー
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Step2：
対話セミナーを通じて
企業等との連携を深化

会場 学生にとっては、キャ
リアパスの他、企業・実
課題・データを知り、研
究テーマを探る機会で
もある

講演

対話



データ/ケース
バンク

•問題・データの提示
•議論への参加を通した
実践的知見の提供

企業B

DSEP/DSEP＋

履修生

実社会の

データサイエンティスト

•グループテーマ設定
•グループワークの企画・運営
•問題解決策の創出

•議論への参加を通した専
門的・実践的知見の提供

• 問題解決案の提供

自治体
A

共著論文/問題解決ケース

• 分野融合力

• 実践力

• 卓越総合力

企業C

企業D

分野融合型
データ

サイエンティスト
育成

トップ人材養成特別演習：実問題の解決に向けた企業と学生の学び合い

企業等と連携したPBL （ワークショップ）授業
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企業A

担当・支援教員

Step3：
PBL授業を構築



最新の取組：

   「トップ人材養成特別演習」PBL科目 候補企業との協議

協 議 中： ７社

協議予定： ３社

候 補： １０社
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業種： 情報通信業、専門・技術サービス業、製造業、建設業、運輸業、

金融業・保険業、不動産業、電気・ガス業、

多様性を高め充実を図るため



企業等との連携において、

特に、調整、次いで、法令遵守、学生の能力不足、課題設定等に難しさ

連携している大学等が企業等との連携にお

いてハードルと感じた点は、半数以上の大学

等は企業等との調整に難さを感じている。次

いで、個人情報保護等の法令遵守、学生側能

力不足、双方の納得する課題設定等に課題を

感じている（図５）。

教育用データベース（DB）分科会 2024年8～9月アンケート結果



学外連携の課題（特に調整、課題設定）

【課題】（主に 調整と課題設定）

１． 企業提供課題・データと学生・教員の関心とのマッチングが成立しにくい

２． 企業の様々なニーズ（例：採用、研究連携、教育連携）を把握・対応

3. 企業等と大学が互いにwin-winとなる学び合いの関係をいかに作れるか
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企業連携キッカケ・
調整成功のノウハウ
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連携相手先企業を見つけるキッカケ

1. 自分や同僚の人脈

2. 教員の共同研究・連携相手

3. 既存プロジェクトとの連携

4. 企業中の卒業生（OBOG）

5. 就職関連部署（BHE）

6. 企業向けアンケート

7. 「企業との交流会」@東大
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2024/12/9 経済産業局及び数理・データサイエンス・
AI教育強化拠点コンソーシアム関東ブロック共催



企業との連携調整を成功させるコツ・ノウハウ
【課題】

１． 企業提供課題・データと学生(教員)とのマッチングが成立しにくい

２． 企業の様々なニーズを把握・対応

【マッチング率を向上させるコツ・ノウハウ】

1. 企業のニーズをアンケートで把握（聞き取りをメモするよりも自分で書いてもらう）

・ 企業ニーズでスクリーニングしてから企業にコンタクト

・ 大企業の場合、アンケートを複数部署に依頼すると効果あり

2. 企業ニーズをリスト化して、計画的に取り組む

3. 卒業生(OBOG)との連携

4. 学内の就職関連部署・産学連携部署との連携

5. 企業との打合せにPBL担当教員が同席し熱く語る（熱意をもって専門的視点で）

  6.  准教授・助教は連携ニーズと余裕が多め
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成功率 向上
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